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交通事故増加!
既に14件の死亡事故が発生

通
い
慨
れ
た
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
道
路
。「
い
つ
も
の
道
だ
か
ら
・
:
」

そ
ん
な
安
心
や
慣
れ
か
、
思
い
も
よ
ら
な
い
交
通
事
故
に
つ
な
か
り

ま
す
。
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
交
通
事
故
。
加
害
者
も
被
害
者
も
、

身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、
大
き
な
苦
痛
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
事
故
に
あ
っ
て
か
ら
、
注
意
す
る
の
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
匚
卜

一
人
ひ
と
り
か
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
再
度
確
認
し
て

、
交
通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

に
し
た
い
も
の
で
す

。

死
亡
者
数
ワ
ー
ス
ト
1

平
成
7
年
中
の
足
立
区
の
交
通
事
故

統
計
に
よ
る
死
者
は
2
7
人
。
2
3
区
中
の

ワ
ー
ス
ト
ー
で
し
た
。
今
年
は
、
7
月

ま
で
に
既
に
1
4
件
。
昨
年
同
期
蔘
こ
回

る
件
数
で
y
。
歩
行
中
の
事
故
の
起
き

る
時
間
帯
で
最
も
多
い
の
は
夜
間
(
午

後
5
時
～
午
前
i
時
)
。
昼
間
の
1
倍

以
上
で
す
。
特
に
お
年
寄
り
の
事
故
が

多
く
な
っ
て
い
李
y
。
お
年
寄
り
の
歩

ぐ
遠
さ
は
、
思
っ
た
よ
ひ
ゆ
っ
く
り
で

す
。
皆
{
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
や

り
が
事
苳
χ
S
i

ヂ

。

平成7 年区内交通事故発生状況

夜
間
に
注
意

夜
間
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
以
下
の

こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

□
甕
四
者

道
路
照
明
の
あ
る
明
る
い
場
所
を
選

ん
で
歩
く
/
渋
滞
の
多
い
昼
間
に
比
べ

車
は
早
ぐ
近
つ
き
嫐
y
。
道
路
を
横
断

す
忝
忌
ほ

、
車
が
来
な
い
こ
と
を
千

分
拏
か
め
て
か
ら
渡
る
/
黒
っ
ぽ
い
服

装
岑
鳶
吁
、
目
立
つ
明
る
い
色
(
白
や

黄
)
の
服
装
釁
心
が
け
る
/
自
分
を
見

黎
是

め
に
、
反
射
材
を
a
けヽ
て
歩
く

□
自
転
車

曲
が
n
函
は
特
に
注
意
し
て
/
ラ
イ

ト
を
燈
火
す
る
/
前
後
左
有
か
ら
見
え

ま
浸
射
材
存
2

携
帯
電
話
で
事
故
多
発
!

最
近
、
運
転
中
に
携
帯
電
話
奎
t
つ

て
い
て
起
き
る
事
故
が
多
昌
じ
て
い
ま

す
。
特
に
、
突
然
呼
び
出
し
音
が
な
る

営
傴
の
時
に
多
く
な
っ
て
り
チ

。
加

害
者
に
な
っ
て
か
ら
後
悔
し
な
い
た
め

に
も
、
貿
ひ
次
の
'
と

を
守
っ
て
ぐ
だ

さ
い
。

▽
車
に
乗
っ
た
ら
携
帯
電
話
を
便
わ
な

い▽
も
し
愿
つ
場
合
は
、
車
を
9
全
な
場

所
に
止
め
て
か
鳬
葬
7
る

交通安 全に関する

お問い 合わせは…

交通安全対策課　3880- 5111

㈹

投
票
所
入
場
整
理
券
を
送
付
し
ま
し
た

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
、
「
足
立
区
長

選
奎
醤
厨
入
場
整
理
惷
を
1
月
2

日
か
ら
、
お
お
む
ね
1
日
間
で
郵
送
し

ま
し
た
。
こ
の
入
場
整
理
獰
は
、
こ
れ

が
な
い
と
扠
票
所
に
入
れ
な
い
ど
か
、

ま
尽
」
れ
霤
凡
持
っ
て
い
れ
ば
無
条
件

に
投
票
で
き
忝
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
投
`
厨
で
は
、
齧
乙
ぶ
っ

と
歹
る
人
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
本
人
で
あ
ゑ
筌

確
認
し
て

い
ま
す
(
今
回
の
足
立
区
長
選
挙
で

は
、
扮
髷
百
ま
で
に
足
立
区
外
に
転
出

し
て
い
る
場
《
ほ
、
選
挙
権
は
あ
n
ま

せ
ん
)
。
こ
の
確
認
作
業
を
的
確
か
つ

円
滑
に
行
う
な
め
に
交
付
し
て
い
る
の

が
、
投
`
厨
入
場
整
理
券
で
す
。
入
場

篦
理
劵
膏
持
参
す
る
の
童
‘
-れ
て
し
ま

っ
て
も
、
選
挙
人
名
簿
と
の
対
照
の
結

果
、
本
人
と
確
認
で
き
れ
腿
蛩
で
き

拿
す
。
万
一
紛
失
し
た
場
合
で
も
棄
権

し
な
い
ぷ
つ
に
し
F

‥
)よ
う
。

問
先
=

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

にがすまい
区政参加の このチャンス

足立区長選挙投票日
9 月8 日(日)

あ
り
が
と
う

笑
顔
で
か
わ
す

良
い
マ
ナ
ー

秋
の
交
通
安
全
運
動
9
月
2
1日
～
3
0日

9
月
2
1
Bか
ら
、
秋
の
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
運

動
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
/

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底
/
若

者
に
よ
る
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

に
重
点
を
毆
い
て
い
ま
す
。

(
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
警
察
一
)

交
通
安
全
教
育
の
推
進

教
育
耆
員
会
で
は
、お
子
5
ん
を
交

通
亊
苡
か
ら
守
る
た
め
、交
通
安
全
指

導
貝
に
よ
る
交
通
安
忿
教
育
を
学
級
活

動
の
時
間
に
実
施
し
て
い
ホ
y
。交
通

標
識
の
見
方
、正
し
い
道
路
の
渡
ひ
方

な
ど
交
慂
筌
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
自
ら
の
身
は
自
ら
窒
憙
識
が
身

に
つ
く
ぷ
ひ
各
小
学
校
夲
巡
回
指
導
し

て
い
家
y
。
ご
家
庭
で
も
、
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
つ
て

み
ま
せ
ん
か
。寂
育
委
員
会
指
導
室
》

溯江小学校での交通安全教育

ご
存
じ
で
す
か
交
通
事
故
相
談

区
で
は
、
毎
E
王
・
日
・
祝
B
を

除
ぐ
)
午
前
9
時
か
ら
午
後
t
時
ま
で

交
通
事
故
相
談
を
行
っ
て
い
ネ
す
。
相

チ
と
の
折
衝
要
領
、
賠
償
金
の
額
、
自

動
車
の
保
険
な
ど
で
困
っ
た
こ
と
が
あ

吟
ま
し
た
ら
。
お
気
軽
に
'
紬
談
く
だ

さ
い
。
簡
単
な
相
談
は
、
電
話
で
も

蕚
吁
付
け
て
い
聿
y
(
相
談
無
料
・

秘
密
厳
守
)
。

場
・
問
先
=
広
聴

相
談
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

自
転
車
は
手
軽
で
便
利

で
も
恐
ろ
し
い
凶
器
に
な
る
こ
と
も

北
千
住
自
由
通
路
な
ど
の
地
下
道
は

歩
行
者
専
用
と
な
っ
て
い
て
、
自
転
車

に
乗
っ
た
豕
ま
通
行
す
l
y
ほ
禁
止

さ
れ
て
い
李
y
。
レ
か
し
、
最
近
こ
の

通
路
で
「
自
転
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
、
ベ
ル
夸
呀
巳
て
悒
行
者
を
け
ち

ら
夛
」
ぶ
7
な
行
為
が
邵
旡
し
、
非
常

に
危
陳
な
状
學
ζ
な
っ
て
い
聿
す
。
こ

の
地
下
道
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ス
ロ

I
プ
は
、
車
い
す
や
ベ
ピ
ー
カ
ー
、

体
の
不
自
由
な
万
や
高
齢
者
の
優
先

澡
路
で
す
。
自
転
車
で
利
型
炙
蕩

合
は
、
ぶ
?
降
ひ
了
皿
行
す
る
ぶ
っ

お
願
い
し
啄
歹
。
自
転
車
は
、
車
の

仲
間
(
軽
車
両
)
で
す
。
万
一
自
転

車
が
、
こ
れ
ら
の
通
路
で
歩
行
者
と

人
身
事
苳
s
9
」
せ
ぱ
、
自
動
車
事

欹
と
同
様
。
刑
事
・
民
事
責
恆
を
間

わ
れ
ま
す
。
し
か
も
自
転
車
の
場

合
、
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
が

大
部
分
の
た
め
、
保
障
な
ぶ
駛
な

負
垠
ζ
な
り
汞
歹
。
自
転
車
墮
i

で
便
利
。
そ
れ
が
恐
'
{
じ
い
凶
器
と

な
っ
て
、
被
害
者
や
加
害
者
l
じ

め
る
こ
と
が
あ
る
の
で
y
。
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
ひ
、
安
全
蜃
君
に

し
ぷ
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

問

先
=
東
部
工
事
事
務
所

酋
(
3
6
0
2
)
8
8
3
1

自 転車は陣りて運行 奄【北千註 自由遍 路】
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寝
た
き
り
・
痴
呆
に
な
ら
な
い
!

さ
せ
な
い
!

た
め
に

高
齢
者
寝
た
き
り

予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

9
月
1
日
～
1
0月
1
5日

区
で
は
、
晢
兄
が
住
み
慣
れ
た
地

域
の
中
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心
し

て
仭
貊
で
燮
在
組
み
づ
く
n
戞
粂

め
て
い
欒
y
。
特
に
、
疉
埋
に
高
齢
化

の
進
む
中
で
J

め

ぷ
つ
に
し
た
ら
筬

菅
と
っ
て
も
飃
碼
芫
気
な
生
活
が
送

れ
忝
か
は
大
奮
麥
i

寵
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
一
人
ひ
と
Q
が
若
い
時
か

ら
成
人
病
か
予
防
し
、
自
ら
の
高
齢
期

の
健
康
に
関
心
を
持
つ
'
に
'
孤
笑
切
で

す
。
'
寝
た
き
り
・
痴
呆
に
な
ら
な

い
'
W
W
い
』
y
}
と
"
モ
ッ
ト
ー
に

区
民
の
皆
様
と
行
政
・

粟
な
ど
、
地

域
の
み
ん
な
が
取
り
組
ん
で
は
じ
め

て
、こ
の
課
椰
は
解
決
き
父
と
考
咒

求
す
。

健
康
な
〝ま
ち
〟
づ
く
り
を
め
ざ
し

こ
の
た
め
1
月
1
日
～
1
0
月
1
5
B
を
　

「
寝
た
き
ひ
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期

間
と
定
め
黔
レ
た
。
9
月
2
3日
に
高
齢

者
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
ほ

か
、
こ
の
期
間
に
住
区
セ
ン
タ
ー
、
保

健
所
・
保
健
相
談
所
等
で
ほ
、
様
々
な

健
蹶
づ
く
り
の
行
事
を
行
な
い
ま
す
の

で
、
ご
ひ
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

区
民
事
務
所
や
保
健
町・
保
鴟
騙
厨

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
査
叨
布
し
て
い
ま
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い

高
齢
者
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

日時=9月23日( 月) 、午前1( 爵～午後3時30分
榻所= 区役所庁舎ホール 費用=無料 内容= 下表

体 験コーナー( 体力測定 、高齢者擬似体験、車椅 子体験) 、

相談 コーナー( 健康 相談 、介護相談)

展 示コーナー( 寝たきり 予防など)

ご
利
用
く
だ
さ
い

相
談
コ
ー
ナ
ー

体
験
コ
ー
ナ
ー
は
高
齢
者
擬
似
体

験
、
体
力
測
定
、
車
椅
子
体
験
な
ど
を

行
つ
て
い
求
y
。
高
齢
者
擬
似
体
験
は

特
豕
な
め
が
ね
や
耳
栓
、
前
か
が
み
姿

勢
を
苒
撓
す
る
重
り
入
り
の
チ
ョ
ッ
キ

な
ど
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
も
の
で
、

若
い
方
で
も
高
齢
者
の
身
体
状
況
を
体

験
し
て
理
解
し
て
も
ら
つ
も
の
。
体
力

測
定
コ
ー
ナ
ー
で
啄
持
久
力
や
平
衡
感

覚
、
敏
し
ょ
う
性
翕
刄

廁
定
で
さ
ま

す
。展

示
コ
ー
ナ
ー
で
は
猥
た
き
り
予
防

や
高
齢
者
の
栄
養
補
助
食
品
、
0
1
1
5
'

」の
予
防
、
防
災
と
水
、
歯
の

健
康
、
骨
粗
し
ょ
う
屁
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
を
晨
示
し
豕
歹
。
ま
た
、
専
門
職

員
が
健
康
相
談
、
介
護
相
談
武
忿
a

し
求
歹
。
こ
の
機
鈿
に
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。麟

J
精
神
薄
弱
者
授
産
施
設

ひ
ま
わ
り
園
オ
ー
ブ
ン

「
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
き
(

知
的
障
害

児
)

者
保
護
者
会
)

の
長
年
の
希
望
で
あ
っ
た
精
神
薄
弱

者
授
産
施
設
「ひ
畧
R

勍
に
が
1

月
1
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ
の

施
設
は
。
区
等
の
公
的
機
関
の
援
助

で
建
設
し
た
も
の
で
す
。
莟
ほ
社

会
福
祉
法
人
「
ぬ
も
の
里
」
に
委

託
に
¥
蚕

。

太
陽
を
い
っ
ぱ
い
髫
蚯
明
る
い

施
設
で
、
パ
ン
製
造
、
縫
製
、
布
も

ち
ゃ
な
ど
の
譽
E
の
組
み
立
て
、
各

人
の
能
力
に
応
じ
た
作
業
受
行
い
ま

す
。昼
食
は
飼
理
室
で
献
立
し
た
温

か
い
給
食
奮
脛
U
李
y
。ま
た
、

短
期
入
所
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)
事

業
も
行
う
予
定
で
す
。
問
先
―
ひ

去
U

園

き
(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

㈹

吏
ほ

障
害
福
祉
計
画
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

骨
密
度
測
定
と
は
?

踵
-

1

骨
1

-
-
女
性
は
。
ご
コ
し
て
も
年
を
取
る

一
と
、
骨
が
髮
々
ぐ
な
り
、
腰
痛
や
骨

。
折
敷
9
じ
ゃ
す
ぃ
と
貫
笂
て
ぃ

求
す
。
骨
粗
し
ょ
癶
症
奮
堊
に
防

ぐ
治
療
誇
笙
だ
あ
ひ
ま
せ
ん
が
、

仭
罵
吊
で
の
工
夫
で
、
あ
る
程
度

は
抑
え
る
'
と
が
で
孝
巫
`
。
こ
の

た
め
に
は
若
い
こ
ろ
か
兌
i

苳
夛

る
こ
と
が恥
(切
で
す
。

骨
密
度
の
測
定
は
、
が
洵
検
診
の

ぷ
つ
に
治
療
が
必
餮
な
方
を
見
つ
け

～
7

と
い
う
よ

ひ
も
、
む
し
ろ
、
Q

」ろ
の
健
蹶
づ

く
り
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
り
の
i
一
'。

い
く
つ
か
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
骨
密
度
測
定
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
検
査
の
対
象
者
や

受
付
方
法
は
会
場
に
よ
っ
て
異
な
り

宋
y
。
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
問
先

=
保
健
予
防
係

宍一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

主
役
は
あ
な
た
!

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

明
夕
瓷
気
で
心
一
一
笳
に
場
に
チ

y
に
と
は
、
み
ん
な
の
願
い
。
そ
の
基

驟
ご
餮
な
の
が
健
康
で
T
。
住
区
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
簡
単
な
検

査
か
ら
、
健
康
相
談
、
研
霰
翼
な
ど

健
康
に
つ
い
て
の
様
々
な
催
し
を
仔

い
ホ
y
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
健

康
状
聊
を
知
り
、
忠
蒻
侵
や
環
境

を
見
耳
¥
み
轟
尤
か
。

□
内
容
ま
す
ま
す
充
実

寸
劇
も
あ
る
よ

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
ニ
ュ

ー
は
色
々
。
各
セ
ン
タ
ー

ご
'
』に
工

夫
を
蔘
p

し
て
い
‘
'ヂ

。
簡
単
な
健

康
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
体
の
y
にと

、
同
気
の
y
にと

、
参

加
し
て
惑
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
活

動
し
て
い
る
健
康
学
習
グ
ル
ー
プ
の

展
示

、
発
表
も
あ
ひ
ま
す

。
た
と
え

ぱ
、「
つ
く
し
命

は
、
中
央
本
町
保

健
相
談
所
で
骨
粗
し
ょ
2
征
予
防
の
食

牛
茘
に
つ
い
て
学
習
し
、
発
表
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
。
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
、
地
域
の
い
ろ
い
灸
乖
代
の
人
連

と
、
交
唇
じ
て
い
ネ
歹
。

平
野
住
区
セ
ン
タ
ー
で
は
住
区
職
員

と
逕
澪
呶
員
が
一
緒
に
寸
劇
膏
狠
露

し
F

処

。
今
年
の
テ
ー
マ
は
『み
つ

け
ぶ
冫
結
核
、
な
お
そ
ひ
結
核
』
で
、

瞑
あ
り
(
?
)
笑
い
あ
ひ
の
劇
と
結
核

に
つ
い
て
の
簡
単
な
ク
イ
ズ
を
仔
っ
て

い
ま
す
。

□
さ
あ
で
か
け
よ
う
!

こ
り
ぷ
つ
に
住
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
健
康
つ
く
り
、
介
護
の
こ
と
な
ど
。

内
容
ほ
も
ひ
だ
く
さ
ん
。
き
っ
と
、
あ

な
た
に
役
立
つ
情
報
が
得
弧
れ
る
で
し

ょ
う
。
検
査
が
吁
で
な
ぐ
、
今
ま
で
の

牛
居
の
仕
方
を
見
直
す
に
も
艮
い
機
会

で
歹
。

問
先
卜
保
健
予
防
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

問先

平 野 住 区 セ ン タ ー で の 寸 劇

住区健康フェスティバル日程

ひ

ろ

ば
=
催
し
物
=

☆
足
立
肢
体
不
自
由
者
父
母
の
会
バ

ザ
ー
9

月
2
9旦
日
)
、
午
前
1
0時
1

午
後
1
時
/
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
/

日
髻
E
の
提
供
彖
齟
い
し
ま
す
/

高
橋

眥
(
3
8
8
3
)
1
1
1
2

☆
足
立
フ
ナ
つ
り
大
会
1
0
月
1
0
R
　

(
木
)
、
午
前
1
時
、
北
千
住
西
口

集
合
雨
天
決
行
)
/
千
葉
県
佐
原

向
地
与
田
浦
方
面
/
大
人
t
千
円
、

孑
&
了
年
5
0
0
円
/
初
心
者
歓
迎
/
清

水

酋
(
3
8
9
7
)
6
6
8
7

夜

間
)

=
募
集
=

☆
楽
舞
健
康
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
毎
月

第
2
・
t
火
限
日
、
午
譽
瓜
了
3

時
3
0分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
初
心
者

歓
迎
/
入
会
金
1
千
円
、
月
額
1
千

円
/
片

a
(
3
6
0
5
)
3
6
5
5

☆
江
北
な
か
よ
し
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク

ラ
ブ
月
3
回
土
曜
日
、
午
後
こ
時

雰
I
t
時
雰
/
江
北
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
入
会
半
円
、
月
額
千
5
0
0円/

篠
田

?
3
8
9
9
)
3
9
1
5

☆
リ
ズ
ム
体
操
I
B
の
会

毎
週
水

曜
日
か
金
曜
日
の
凋
T
回
、
午
前
1
0

時
3
0分
1
正
午
/
峻
瀬
二
丁
目
集
会

所
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
1
千

円
/
久
保
井

?
3
6
2
9
)
0
3
5
8

☆
中
高
年
向
ジ
ヤ
ズ
ー
リ
ズ
ム
体
操
　

毎
週
木
曜
日
、午
後
7
時
1
5
分
～

1
時
3
0分
/
千
寿
桜
小
学
校
体
育
館

ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
―
回
9
円
/

中
村

酋
(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

節水にご協力〈 ださい 〈東京都水道局〉
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保

健

ガ
イ

ド

痴
呆
高
齢
者
家
族
会
へ
の
お
誘
い

日
ご
ろ
の
悩
み
産
気
舌
リ
、
皆
さ

ん
と
介
護
の
方
谺
笋
苳
萋
え
て
い
ま

す
。
ご
本
人
も
一
緒
に
ど
つ
ぞ

日
時

卜
毎
月
第
1
水
曜
日
、
午
後
2
時
～
4

時

申
・
場
・
問
先
卜
中
央
本
町
保
健

相
談
所

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

□
消
化
覊
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
冫
夭
腸
が
ん
検
診
で
す
。

対
象
日
3
5歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切

除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で
洽
療
中
の

方
、
妊
娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は

受
診
で
瘴
ま
せ
ん

期
限
=
9
月
に
受

診
を
希
望
す
る
万
は
、9
月
1
5日

屑

印
有
効
)

申
・
問
先
卜
足
立
保
″屏

保
健
予
防
課

〒
1
2
1伊興
町
前
沼

l
l
[
ひ
7
L
I
{り

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

□
女
性
か
ん
検
診

乳
が
ぺ
子
宮
が
以
草
期
発
見
に

役
立
ち
汞
y
。対
象
卜
3
0
歳
以
上
の

女
性
区
民

場
所
目
区
内
実
施
医
療
機

関

受
診
日
=
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
う
兄
受
診

申
・
問
先
日
保
健
予
防
係

〒
m一
中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

□
成
人
健
康
診
査

血
液
、尿
。必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
査
弱
i
霑
忖
い
、心
臓
、肝
臓
、

じ
ん
臓
の
訶
気
や
糖
尿
病
、高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
求
y
。

対
象
H
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
6
年
4

月
1
日
以
降
牛
汞
れ
)
ま
で
の
区
民

糯
所
卜
区
内
実
施
医
療
機
関

申
・
問

先
卜
保
健
予
防
係

〒
四一中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
卜
㈹

-
い
ず
れ
も
I

過
去
1
年
以
内
に
、
区
の
同
種
の
検
診
{

寡
吁
た
方
は
、
除
孝
豕
す
。

申
込
H
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

ラ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
R
、性
別
、電
話
番
号
、

検
診
名
登
明
記
。
受
診
罘
こ
案
内
を
送

り
し
ま
す
。

※
消
化
器
が
ん
検
診

は

、表
I
の
日
程
か
ら
検
診
日

、場
所

、

(
必
ず
第
1

愬

蚕

そ
)

も
明
記

表1 消化器がん検診( 間接× 線と検便による検診)

● 足立保僅所は、希望さ れる方が多く、翌月になることかありますのでご了承くださ い。

なお、中央本町保健相談所は、回数か多く、希望日に受診しやすくなっています

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
(
ポ
リ
オ
)

予
防
接
種

扁
猛
笄
表
2

対
象
H
1
ヵ
月
～
7

歳
6
ヵ
月
未
満
の
乳
幼
児

※
1
・
2

回
目
の
新
規
対
象
者
に
は
9
月
末
に
通

知
多
覓
送
し
李
歹
。
新
規
対
象
者
以
外

で
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
事

前
に
保
健
所
裹
ほ
保
健
相
談
所
に
予

診
票
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
接
種

当
日
は
、
説
明
書
を
よ
く
読
ん
だ
う
疋

で
予
忿
票
を
記
入
し
、
母
子
手
帳
、
体

温
計
を
痔
参
し
て
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
怎
覆
健
所
・
保
健
相
談
所
(
表
3
)

、
裹
ほ

保
健
予
防
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表2 小児マヒ生ワクチン接種日程

● 時蜀はいずれも1畤45分～2時45分

調
理
師
試
験
(
1
1月
実
施
)
の

願
書
を
配
布
し
て
い
ま
す

配
布
場
所
卜
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

(
表
3
)
願
一
受
付
H
団
体
…
1
0
月
8

・
9
日
、
都
・
健
康
推
進
課
/
一
般
・
:

1
0
月
1
4
日
～
1
6
日
、
都
庁
第
二
本
庁
舎

L
階
ホ
ー
ル

試
験
日
時
八
1
1月
1
7日

間
先
日
足
立
保
健
所

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
庄
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

看護 教 室

更 年期を
のり きる
た め に

快
適
に
更
年
期
を
の
n
き
る
た
め
に

一
緒
に
楽
し
ぐ
罍
ん
で
み
ま
餮
似
y

日
程
日
表
4

対
象
目
更
年
期
に
関
心

の
あ
る
方

定
員
目
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
N
無
料

申
込
卜
電
話

場
・

申
・
問
先
日
東
和
保
健
相
談
所

酋
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表3 各保健所・保健相談所

ベルモンド公攤

表4 看護教室日程

●晧● はいずれも午後1 畤l 〕分から3 畤30分

9
月
8
日
か
ら
竹
の
塚
休
日
診
療
所
・

休
日
歯
科
診
療
所
が
移
転
し
ま
す

□
竹
の
塚
休
日
診
療
所

珍
療
科
目
悲
り
7
小
児
科
診
療
受

付
時
間
=
午
前
1
0
時
～
午
後
t
陬
、午

後
i
n
時
～
午
後
1
陬
1
5
分

□
竹
の
塚
休
日
歯
科
診
療
所

診
療
受
付
時
間
H
午
前
1
0
陬
～
午
後
4

時

※
受
診
の
と
き
は
、
健
康
保
険
証

を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い

-
い
ず
れ
も
I

移
転
先
卜
竹
の
塚
2
-
2
5
-
1
7竹

の
塚
セ
ン
タ
ー
内

?
3
8
8
5
)
5
4
2
1

問
先
儿
篩
予
防
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L
㈹

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、言

語
療
法
士
看
護
婦
等
リ
(
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
職
員
が
障
害
に
関
わ
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
、
指

導
、
専
門
機
関
の
紹
介
等
を
行
っ
て

い
李
y
。

□
リ
ハ
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故

難
訶
等
で
体
が

不
自
由
に
な
っ
た
方
の
身
体
機
能
や

且
犀

活
動
作
に
つ
い
て

□
言
語
専
門
相
鮫

脳
卒
中
、
事
故
、
難
訶
等
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ひ
づ
ら
い
方

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

□
裲
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
義
手
、
義
足
、
つ

え
、
車
い
す
等
の
制
作
、
修
理
・
福

祉
機
器
に
つ
い
て

□
自
助
具
相
談

調
理

更
衣
、
入
浴
、
排
せ
つ
動

作
等
を
仔
い
や
す
く
寸
舎
真
の
紹

介
、
制
作
に
つ
い
て

□
生
活
相
駁

住
宅
、
進
路
、
就
労
等
の
相
談
や

福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

□
健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
、
増
進
に
つ

い
てこ

の
ほ
か
、個
人
の
状
態
に
応
じ

た
リ
(
ビ
ひ
通
所
訓
練
も
行
つ
て
い

ネ
y
。ま
た
、通
所
訓
練
に
つ
い
て

の
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す

。

※
瀁

苟
(
ス
が
利
用
で
き
ま

す

。
ご
相
談
く
だ
さ
い

場
・
問
先

卜
▽
函

呼
4

癲
(

日
光
街
濕

の

東
側
お
よ
び
千
住
地
区
の
方
:
東

部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

?
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
国
道
↓
号
線
西
側
お
よ
び
小
台
・

新
田
・
宮
城
地
区
の
方
・・・
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

゛
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

休日でもプールや図書館などの
区施設の情報はOK

声の便利帳「ハローあだち」
3272 ―8600

区
役
所
が
休
み
の
土
・
日
曜
日
、祝

日
、さ
ら
に
平
日
の
業
務
終
了
庚
に
、

電
話
で
休
阡
診
療
所
や
図
書
館
な
ど
の

区
の
施
設
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

に
お
答
え
し
ま
す
。N
T
T
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
「
「ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
歹
」

と
で
ま
す
の
で
、
「足
立
区
の
O
O
O

に
つ
い
て
知
り
た
い
の
で
f
か
y
」と

お
聞
粤
ぐ
だ
さ
い
。同
時
に
何
件
で
も

聞
け
豕
y
。

□
現
在
提
供
中
の
主
な
施
設

▽
休
E
診
療
所

▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

連
絡
先

▽
図
書
館
の
休
館
日
、
連
絡

先

▽
放
置
自
転
車
の
移
送
先
。
引
取

方
法

▽
商
店
街
土
・
日
・
祝
日
駐
車

場
(
竹
の
塚
、
千
住
付
近
)
▽
郷
土
博

物
館
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
、
花
畑
記
念

庭
園
、
都
市
農
業
公
園
の
連
絡
先
、
交

通
機
関
な
ど

▽
主
な
区
の
イ
ベ
ン
ト
F
A
X

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ホ
歹
。

施
設
案
内
図
の
欲
し
い
方
は
、
オ
ペ
レ

I
タ
ー
に
「
○
○
○
の
案
内
図
が
欲
し

い
」
と
`
い
、
フ
ァ
ク
ス
番
譽
Ξ
冕

て
ぐ
だ
さ
い
。

□
F
A
X
で
現
在
提
供
中
の
主
な
情
報

▽
休
旦
蒻
乕

▽
放
置
自
転
車
の
移

送
先

▽
図
書
館

▽
福
祉
事
務
所

▽
保
健
所

▽
温
水
プ
ー
ル
。
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
、
生
物
園
、
そ
の
他
区
の
施

設

問
先
=
広
聰
相
談
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

東側から冕た区役所
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あなたの 国

民 年

金

まだ先と 思っていると 無年金
あなたの自覚が「無年金」をなくします入

っ
て

納めて

受
け
取
り

ま
し
ょ
う

鑼昃年金とは、加麿以F60 麿

未満のすべての方が加入し、来

るぺき 老後にお13て区民 一人ひ

とり がj t ;腫の基置年金を受けら

れるように、譖が遭當し て13る
鮮度です。加入の対康となる方

は、下表のとおりです。

加入の対象となる方

( D〈60 癩 以 上65 纖 未 満 〉 年 金 の 受 給 資 格 期 間 か 不 足し てい る 方 、また は 、受 給 資 格 のあ る 方 で 年 金 額 を 満 額 に近 づ け たい 方 は 、任 意 加 入 を する こと か でき ま すe

〈65 唐 以 上70 纖 未 満 〉 昭 和30 年4 月1 日 以 前 に生 ま れ た方 で、85廐 に なっ た 時点 で、受 給 資 格 期 皿 か 不 足し てし丶る た め に老 齢 基 礎 年 金 を 受 給 でき な い 方 は 、

70癩 にな る ま での 罷 で 受 給 資 格 期 間 を 満 たす こと かで き る まで 任 意 加 入 を す 心 か でき ま す

急
い
で
!

第
3
号
被
保
険
者
の
「
特
例
届
」

特

例

届

出

期

間

は

、

9
年
3
月
3
1日
ま
で

第
H
r
疲
保
険
者
こ
曠
昭
和
6
1
年

か
月
以
降
、
第
λ
`
被
保
険
者
湫
生

年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
に
扶
養

袞
?
い
る
匐
繻
以
卜
叨
鎭
禾
満
の
配

堡
苳
い
い
家
y
。

第
l
褥
疲
保
険
者
に
整
宇
&
方
が
、

届
け
出
を
忘
れ
て
い
た
り
、
濮
り
に息

け
出
{享
忝
と
、
原
則
2
年
前
ま
で
し

か
第
1
4
被
保
険
者
の
期
間
麗

雲

れ
ず
、
そ
れ
以
前
の
期
間
は
「
禾
届
出

期
間
」
と
な
っ
て
じ
豕
い
求
罵

レ
9
し
、
9
年
t酋
ま
で
の
間
に
涵

け
出
を
す
れ
ば
、
該
拳
急
第
―
昇
期

間
は
す
べ
て
『
保
険
料
納
付
済
期
間
』

に
な
り
i
y

。

届
け
鴬
忘
れ
て
い
`
芳
は
、
国
民

年
必
鰈

へ
急
い
で

驅
け

出
て
ぐ
だ
さ
い

。

国民年金の

メリッ卜とは ?

譖民年金は、完全物箘スライド

餅です。このため、終身 にわたり
圖昆t 澑水串 に対応した年金馥が

支払われ、将来にわたり目濔りし

ません。ここが、儷Å 年金との大
きな遭1 です。

国
民
年
金
保
険
料

・

金
銅

▽
8
年
度
・
・
・
月
額
1
万
x
千
繝
円

▽
9

年
度
・・
・
阿
腆
1

万
1

千
瞋
円

▽
付
加
保
険
科
・・・
月
額

槇
円

・

納
め
方

納
付
s
区
役
所
か
ら
お
送
り
c

奪

苳

ま
た
暎

口
座

振
替
一

行
・

郵

欅
屈

の
口
座
か
ら
目
励
的
に
引
ぎ

薦
と
し
李
Σ

に
よ
り

豕
歹
。

・

お
安
く
な
り
ま
す

a
刀
月
分
・
1
年
分
二
定
期
間

分
奮
芳
ゐ
て
前
駟
T
?
傑
険
料

が
創
引
袞

輦
チ

。

嘶
納
め
ら
れ
な
い
と
き

醢

の
制
度
が
曹

事

。

※
諮

覇

間
は

I
期
間
に
合
ま
9

ヂ

∇
a
i

間
の

年
令
瀰

は
、
納
め

疋

場
合
～

▽
過
云
1
0
年
以
内
で
あ
れ
曠
】
定

の
嵒
事
晋
加
算
し
、
洵
笳
の
ぼ
っ
て

納
り
q
y
が
で
s
畧
'

免除の種類

免除される場合の例(学生免除)
4人世帯の場合

● 金 観 は 総 支 払 い 謨 で す 。 手 取 康 で はあ り ま せん

年
金
の
種
類
は

・
i
lm

罠
年
金
J
加
入
し
て
、
保
険
科
を

納
め
た
期
間
な
ど
図
上
が
2
5
年
以

卜
葛
る
場
合
、
原
則
と
し
ア
命
嗔
か
ら

鷽
け
取
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、
下
記
の

計
算
式
に
よ
り
奪
y
。

い
く
つ
か
制
約
は
あ
n
汞
T
か
、
希

望
に
よ
り
印
瞋
か
ら
勁
瞋
恚
に
、
の
閧
で

鷽
け
取
る
y
左
も
で
孝
豕
y
。
請
求
し

た

年
齢
に
応
じ
て

年
金
額
の

支
給
率

図
2
)

が
決
ま
り
、
そ
れ
は
生
涯
変

わ
り
轟

べ

S
曝
書
基
礎
年
金

彼
保
険
者
期
間
中
の
岡
気
や
ヶ
が
で

m
罠
年
金
法
に
よ
る
障
害
等
級
1
・
2

級
の
状
態
に
な
り
、
な
む
か
つ
保
険
料

の
納
付
脣
陛
を
祠
爬
‥
そ
い
る
場
合
に

豈
哭
れ
患
こ
2
0
歳
前
に
仞
`
百
の

菷
{
勇
気
や
ヶ
ガ
の
場
合
は
軻
付
要
件

は
ゐ
9
弄
人
が
、
支
給
は
2
0
歳
以
降

で
す
}
。
請
求
は
、
6
5
蔵
の
誕
生
日
の

前
々
日
ま
で
?
舌
季
y
。

年
翕

際

、
次
り
と
お
圦

冫

。

マ
ト
嶽
・
・
命

琴

平

勁
円

7

贔

・
・・
召

夕

羊

网
円

・
遺
族
基
躪
年
金

国
民
年
金
に
加
入
中
、
も
し
く
は
老

齢
慕
礎
年
金
盃
a
り
9
れ
る
賢
格
の
あ

る
万
、
ま
た
碪
す
で
に
潯
蚯
っ
て
ぃ

る
万
が
匸
ぐ
な
っ
た
時
、
1
8
繻
禾
菁
の

子
供
が
い
る
場
合
(
叫
参
弓
に
受

け
取
る
'
y
か
で
罌
臺
。
一
定
の
駟

付
要
件
と
棊

件
奮

″
だ
し
て
い

る
'
七

が
必
脣
で

す
。

細
1
8
歳
に
な
っ
ア
初
め
て
迎
戞
1
月

ま
で
。
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
等
級

l
・
l
糲
の
孑
心
`
は
、
2
0
歳
に
な
9
ま
で
　

年
金
額
は

、
煕
y

お

り
で

す
。

▽
烝
F
(
よ
)

の
あ
る
妻
・・
・
1
0
1
万
L

千

阿▽
孑
奐
T

さ

の
み
・・
・
弱
々

羊

釧
円

・

葬
婦
年
金

夫
が
m
罠

年
命
だ
け
{

第
1
!

爵
'

険
者
期
間
の

み
}
で
、
老
齢
基
礎
年
金

の
賢
祺
期
間
1

希
蚯
ま
た
g
`
な
っ
た
時
に
、
6
5

孝
盃
宍
の
妻
が
、
6
0
嗔
?
?
葦
間
受

け
取
る
こ
と

が
で
畧

ヂ

。
一
定
の
条

件
多
満

た
し
て
い
る
'
と

が
必
旻
で
冤

年
金
一
=

夫
が
受
け
た
で

あ
ろ
う
老

齢
基
礎

萱

爾

の
か
分
9

冫

圏
死
亡
一
時
金

国
民
年
金
5

こ

第
」
夸
被
保
険
者

朋
関
り
か
)
で
、
3
年
以

よ
保
険
料
を
椚

圦
だ

方
が
、
何
の
年
余
S

鷽
け
取
ら
ず

に
广
こ
な
っ
た
時
に
、
半
穽
恥
儒
じ
く

し
て
い
た
濡
族
の
万
が
蕚
吁
取
蔘
七

が
で
孝
豕
y
。

一
時
金
の
観
=
1
2
瓦
円
～
皿
刀
円

圏
外
国
人
の
脱
退
一
時
金

1
1
1

在
留
外
国
人
の
万
が
、
何
の
年
命
石
戞

け
取
&
た
帰
F
だ
時
に
、
脱
退
一

堕

琴

受
け
取
彖
y

笳
で
罌

ヂ

。

老齢基礎年金額計算式

図1 受給資格期間

圜i ! 攤上け爾求 一叢下げ鸚隶した ● a の支麗i享

国民年金についてのお問い合わせは、
国 民年 金課S3880- 5111 ㈹ へ
推進佩・適用係・保険料佩・給付係
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

シルバーバスは、9月に更新ですシ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、都
バ
ス
・
都

電
・
都
営
地
下
錐
と
都
内
の
民
営
バ
ス

に
乗
車
で
夸
Q
定
期
券
で
す
。こ
の
券

の
有
効
期
限
は
9
月
末
日
で
歹
の
で
新

し
い
券
と
お
取
箟
豕
a
し
李
y
。

□
無
料
の
パ
ス
券

9
月
末
日
ま
で
に
民
生
委
員
が
お
届

け
に
y季
こ
地
域
に
よ
n
配
付
方
法
が

異
な
り
ま
す
)
。
古
い
券
は
お
返
し
く

だ
さ
い

対
象
H
区
内
在
住
の
7
0歳
以

上
の
方
で
昃
1
の
基
準
以
下
の
方

問
先
川
襲
騙
祉
協
議
会

□
有
料
の
パ
ス
券

日
時
卜
殳
月
1
7
日
～
3
0
日
(
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
)
、午
前
l
時
～
午
後
2

時
4
5
分
場
所
=
区
役
所
中
央
館
2
階

特
設
窓
口
対
象
=
区
内
在
住
の
7
0
歳

以
上
の
方
で
表
I
の
基
準
奩
?
4
万

費
用
凵
2
万
1
8
0円

申
込
日
費
用
と
印

か
ん
を
持
参

※
郵
送
竃
栴
渠
男

は
送
料
奮
貝
怛
じ
て
い
た
だ
孝
豕
す

問
先
日
在
宅
福
祉
係

表1 シルバーパス所得制限基準表 ( 7 年中 の所得)

● 本人の所得襴のO 内は、所得の ● 類か公的年金の● 合、収入金 ● ( 公
的年金昏控除を行う荊の収入貘) か、おおむねいくらであるかを示します

● 扶養● 務者の所得儷のO 内は、所得の種類か略与所碍の場合、収入金
● ( 給与所得控除を行う荊の収入髏) か、おおむねいくらであるかを示し
ます

家
賃
を
助
成
し
て
い
ま
す

対
象
卜
区
内
の
民
間
貸
賃
住
宅
に
居
住
t
i
i

者
(
6
5歳
以
占

の
み
の
世

帯
・
障
害
者
世
帯
・
ひ
と
ひ
親
世
帯
で

取
り
壊
し
に
よ
る
立
ち
退
き
を
迫
ら

れ
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
で
区
内
の

民
間
賃
貸
住
宅
に
転
居
し
ぷ
冫
冫
る

方

助
成
内
容
H
転
居
一
時
金
/
釿
家

賃
と
旧
家
賃
の
差
額
/
契
約
更
新
料

崑
揄
釡
員
の
所
得
に
よ
亟
町
得
制
限

が
あ
ひ
豕
y
助
成
額
H
内
容
・
世
帯

人
員
等
に
よ
n
龠
度
額
が
あ
ひ
豕
y

問
先
日
住
宅
支
援
係

高
齢
者
の
方
へ
住
宅
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

対
象
H
区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住

す
る
高
齢
者
6

歳
以
上
)
り
か
の
世

帯
で
立
を
饗
覆

膏
れ
、
住
宅
に
困

っ
て
い
る
方

助
成
内
容
日
庄
宅
あ
っ

せ
ん
/
転
居
一
時
金

※
仙
東
京
都
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
足
立
区
支
部
の
協

力
蚩
碍
て
実
施
し
て
い
ま
す

問
先
卜

住
宅
支
援
係

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の
入
居
者

(
あ
き
家
登
録
者
)
募
集

『
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
』
と
は
区
が
民
間

の
集
合
住
宅
を
借
ひ
卜
ぽ
て
、
住
宅
に

困
つ
て
い
る
ひ
こ
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
方
に
お
箕
に
¥夊
も
の
で
す
。こ
の

住
宅
は
、
内
部
の
段
譱
菅
な
く
し
、
手

す
り
を
取
ひ
付
け
灸
や
妛
全
に
配
慮

す
忝
と
共
に
、
緊
急
時
の
通
報
シ
ス
テ

ム
や
安
否
確
認
の
た
め
の
目
勳
装
置
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
居
者
の

牛
活
相
談
や
緊
急
時
の
対
応
膏
忖
う
生

活
援
助
員
が
配
置
さ
れ
て
い
家
歹
。

入
居
資
格
卜
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
・
:満
6
5歳
以
上
の
単
身
で
、
区
内
に

引
盡
啻
i

年
以
上
居
住
し
て
い
る
/

歩
行
、
着
替
え
、
入
浴
、
ト
イ
レ
、
炊

亊
等
が
自
分
で
で
き
る
/
現
在
、民
間

の
賃
賃
住
宅
に
庄
ん
で
い
て
、立
ち
退

き
奮
ぶ
y
9
れ
て
い
る
な
ど
住
宅
に
困

っ
て
い
る
/
7
年
中
{
訴
得
金
額
が
I
J

万
1
千
円
以
下
募
集
戸
数
卜
5
6
戸
　

(
東
綾
瀬
、入
谷
、谷
中
、西
新
井
、

梅
島
、鹿
浜
、伊
興
の
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

各
8
戸
)
募
集
期
間
川
9
月
口
一
日～

2
7日

※
く
わ
し
く
は
「
申
込
の
し
お

り
'・
鬢
」覧
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
申
込
用

紙
は
募
集
期
間
内
に
各
区
民
事
務
所
・

各
福
祉
事
務
所
・
北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
住
宅
支
援
係
で
交
付
し

ネ
す

問
先
儿

考
支
援
係

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
し
た
方
翕
こ
で
、
次
の
要
件
に
該

当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
手

靨
審
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
対
象
日
区

内
に
住
所
が
一
腎
y
繻
未
満
の
児
重
を

養
杳
じ
て
い
る
万

※
所
得
制
限
が
あ

ひ
豕
歹
。
な
お
、
公
穆
員
の
方
は
勤
務

先
に
請
求
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
昨
年
、
所

鮃
制
限
で
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
再

度
確
認
し
て
ぐ
だ
さ
い

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
Q
豕
歹
。
受
給
資
格
は
児
童
甼

当
石
同
じ
で
歹
。
※
別
に
所
得
制
限
が

あ
2

ヂー

い
ず
れ
も
I

手
当
月
額
H
I
歳
禾
満
の
児
童
が
、
―

人
目
・
冫
入
目
9

簧
ほ
i
千
円
/
3

人
目
以
降
の
と
き
は
L
万
円

支
給
H

請
求
の
翌
月
が
か
ら
支
給

※
現
在
受

給
中
の
方
が
、
会
社
を
退
職
す
る
等

で
、
申
請
時
と
保
険
証
が
倉
5
つ
た
と

膏
ほ
、
そ
の
つ
ζ
手
続
き
が
必
要
で
y

申
込
卜
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
舊
豕
啄
く
)
/
年

啻
手
帳
/
健
康
保
険
証
/
印
か
ん

ヨ

ム
印
は
不
可
)
か
窓
口
に
持
参

申
・

問
先
日
児
羃
盂
碾

届
き
ま
し
た
か
(
障
)医
療
証

愬
采

証
が
、
9
月
l
a
で
切
n
檮

わ
2
C

爬

奥
医
療
助
成
制
度
を
受

け
て
い
た
方
に
は
、
蟶
S
I
I

符

し
ま
し
た
。「
届
か
な
い
」
な
ど
、
不

明
な
点
が
あ
2
C
た
ら
、
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
'
謳
医

捩
証
の
有
効
期
限
は
、
9
年
l
月
3
1
a

ま
で
で
y
。
問
先
日
医
療
助
成
係

9
月
2
4日
か
ら
新
し
い
無
料
乗
車
券
を
交
付

都
電
、
都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
の
新

し
い
無
料
乗
車
券
を
交
付
し
零
歹
(
シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
を
除
く
)
。

対
象
日
(
1
)
身
体
障
客
者
壬
暇
(
I
F
6

級
)
の
交
付
を
鷽
け
て
い
る
万
(
2
)
療

育
手
帳
受
り
手
帳
)
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
(
3
)
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
恩
給
法
の
特
別
項

症
?
譱
屁
お
よ
び
第
卜
歔
症
～
第

5
款
痙
ま
で
に
該
当
す
る
方
(
4
)
原
子

燔
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
ひ
被
爆
者
麕
頑
手
帳
の
交
付
夲
受

け
て
い
る
方
で
同
法
第
&
条
に
規
定
す

る
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
口
l
召
冫

g
簾
管
理
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
(
5
)
蛋
葆
護
受
給
世
帯
の
世
帯

員
の
う
ち
L
人
(
6
)
旧
母
子
・
準
母
子

福
祉
年
金
受
給
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち

よ
(
7
)
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
の

丗
帯
員
り
冫
?
人
申
込
日
直
接
窓

口
(
表
3
の
監
宵
亜
口
に
持
参
す
る

も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
'旌

意
ぐ
だ
さ
い
)

申
・
問
先
日
(
1
)卜(
5
)

…
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)
(
6
)・
:国

民
年
令
課
給
付
係
(
7
)…
児
蓼
歪
碾

表2 福祉事務所一覧

表3 無料乗車券

● 写真は篆4 ㎝ × 債3( 虱。魯 沂魯影( Z)正面脱町 で上

半身のもの

国

保
・
年
金

国

民
健

康

保

険

料

の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月

末
且
で
す
。
必
ず
駟
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
特
別
な
理
由
か
な
ぐ
納

め
な
い
で
い
'
{と
、
税
金
な
ど
と
同
じ

ぷ
7
に
財
産
の
差
押
処
分
を
鷽
け
る
こ

冫
泯
朽
汞
す
。
災
害
や
訶
気
・
倒
産

な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
濮
れ
て
い
る
万
は
、
納
付
方
法
に
つ

い
て
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
国
民
健
康
保
険
課
薦
耙
夥
濶
循
7

二
區

国
民
年
金

6
0歳
説
明
会

日
時
卜
9
月
1
7
E
(
火
)
、
午
前
1
0
時

と
午
後
l
時
の
l
回
(
辱
吁
付
け
は
、

開
始
叩
竚
聊
か
ら
)
撮
町
H
区
役
所

南
館
1
2
階
会
議
室
対
象
此
l
百
年

1
0
月
2
日～
H
月
1
日
生
ま
れ
の
方

(対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
日

国
民
年
金
制
度
の
仕
組
み
鎰
蓊
手
続

き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付

順
)

問
先
日
国
民
年
金
課
瀟
用
係

外
国
人
学
校
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
に

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
国
人
学
校
に
児
童
・
恚
蓼
通

罍
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方
へ
、
学

費
の
負
衵
蔘
軽
孥
呑
た
め
の
補
助

金
(
8
年
度
前
期
4
月
L
1
月
)
を

支
給
し
豕
y
。
区
内
の
外
甲
(
学

校
に
在
孥

呑
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
は
、
学
校
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
(
区
外

の
外
国
人
学
校
に
在
籍
ず
る
児
童
・

牛
徒
の
保
護
者
の
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
)

※
申
諦
に
は
、
在
籍
証

明
書
(
区
役
所
所
定
の
も
の
)
、
保

蹼
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は

除
く
)
、印
か
ん
が
必
要
で
歹

申
・

問
先
£
霧
課
私
学
振
興
相
当

一一
(
3
日
B
O
)
5
1
1
1

㈹

敬
老
の
日

8
5歳
以
上
の
方
に

区
内
の
銭
湯
を
無
料
開
放

日
時
卜
1
5

俘
二
日
)

場
所
H

区
内
の
各
銭
湯

対
象
註
豪
以
上

の
方

申
込
卜
当
日
、
番
台
(
フ
ロ

ン
ト
)
で
年
齢
を
恆
げ
て
ぐ
だ
さ
い

(証
明
書
等
は
不
要
)

※
1
0月
1

日
(
区
民
の
日
)
に
は
、
区
民
全
員

が
対
象
の
無
料
開
放
を
予
定
し
て
い

家
歹

問
先
卜
衛
生
指
導
係

壺
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

安心で便利な口座振替
郵便局もご利用になれます

特別区民税・ 都民税、国民健康 保険料、国
民年 金保険料の納付は口座振替が 便利です。
口屎振 替を利用すれ1ま、納めに行く手間が省
け て安心です。ぜひご利用ください。 申込=
窓口に 預( 貯) 金通帳と通帳印、それぞれ

の納 付書を持参 申先= 預( 貯) 金口座のあ
る金融機関( 郵便局を含む) または区担当課
窓 口、 各区民事務所 問先= レ 特別区民税・
都民税 …納税課整理係 国民{建康保険料…
国民 健康保険課収納管理係 卜 国民 年金保険
料…国民年金誤保険料係

- いずれも-
S3880- 5111( 代)

「
敬
老
祝
品
」
と

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
」を
贈
呈
し
ま
す

l
a
秡
挑
在
、
区
内
に
住
所
の

あ
る
酉
寿
・
傘
寿
・
米
寿
奮
聟
合

れ
る
方
に
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て
記

魯
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
T
枚
)
を

贈
暃
に
¥
ヂ
。対
象
H
▽
喜
寿
臟

7
7
歳
)
大
正
8
年
4
月
2
日
～
同
9

年
4
月
I
R
牛
汞
れ
の
方
・
:カ
シ
ミ

ヤ
入
息
憇
遐
布

▽
傘
寿
(
満
8
0

歳
)
大
正
5
年
4
月
2
日
I
同
6
年

4
月
l
a
生
ま
れ
の
方
…
陶
茶
器
セ
ッ

ト

▽
米
寿

臟
8
8歳
)
明
治
缸
T

月
2
日
1
同
4
2年
4
月
1
日
ま
豕
れ
の

方
…
羽
毛
ふ
と
ん

※
マ
ッ
サ
ー
ジ
券

の
有
効
期
限
は
1
年
l
昆

望

召

す
。
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

問

先
日
社
会
福
祉
協
議
会

四
(
3
8
8
0
)
5
1

卜
I
㈹
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生

活

環

境

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
薪
築
し
た
n
増
改
築
等
で
出
入
口

套
蚤
す
る
場
合
は
、
あ
ら
た
に
住
居

番
兮
(
住
所
)
夲
昃
め
る
た
め
の
届
け

出
が
必
要
で
y
。
こ
の
届
け
出
が
な
い

と
正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、

住
民
票
の
異
動
等
9

嘉
き
が
で
膏
汲

せ
ん
。
基
礎
工
事
が
終
了
し
ま
し
た

ら
、
建
築
確
認
書
一
式
(
特
に
そ
の
中

の
案
内
図
と
配
置
図
ご
螽
蔘
の
う
凡

届
け
出
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
建

物
自
恷
粱
め
求
ま
で
も
。
所
有
者
や

ア
パ
ー
ト
等
建
物
の
名
称
が
倉
石
っ
た

燮
叭
痼
け
出
が
必
翆

奎
。

問
先
=

住
居
表
示
担
当

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
へ

住
宅
金
融
公
廁
も
し
く
は
区
の
指
定

寸
気
蚕
融
機
関
か
ら
、
住
宅
改
良
資
金

を
借
り
入
れ
て
工
事
を
す
る
方
に
対

し
、
資
金
の
一
部
鷽
叨
成
」
乖
T

。

申
込
の
で
き
る
方
=

▽
自
己
用
住
宅

の
場
今
:
自
己
も
し
ぐ
は
同
居
の
親
族

が
所
有
す
戔
啄
で
、
引
き
続
き
居
住

す
る
/
区
内
に
1
年
以
上
在
住
し
て
い

る
/
前
年
度
の
総
所
得
金
額
が
瞋
万
円

以
下
で
あ
る
▽
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

共
用
部
分
の
場
合
・
:
区
分
所
有
者
全
員

で
構
成
t
奚
僅
組
合
ま
た
は
、
こ
れ

に
凖
ず
る
管
理
組
合
で
あ
る

※
区
の

指
定
金
融
機
関
お
よ
び
助
成
の
要
件
な

ど
、
く
扣
し
く
は
お
問
い
負

笹
く
だ

さ
い

申
・
問
先
=
住
宅
支
援
係

日
暮
里
・
舎
人
線
な
ど
の

都
市
計
画
の
決
定
に
つ
い
て

都
と
区
で
は
、
都
市
高
速
鉄
道
日
暮

里
・
舎
人
線
お
よ
び
関
淳
す
る
都
市
計

画
に
つ
い
て
決
定
(
夸
更
)
し
、
a
月
2
3

匯
に
告
素
仔
い
ま
し
た
。

□
都
市
高
運
鉄
道
日
暮
里
・
舍
人
線
　

荒
川
区
の
日
暮
里
駅
を
起
点
と
し

て
、
足
立
区
の
舎
人
地
区
ま
で
の
約
1
0

に
mに
つ
い
て
告
7
y
r

だ
。
今
回
決

定
さ
れ
た
内
容
の
う
ち
、
区
内
に
関
す
'
9

も
の
は
次
{
と
お
り
で
す
。

区
間
=

荒
川
区
境
(
隅
田
川
)
か
ら
舎
人

三
丁
目
ま
で

区
内
距
離
=
約
7
㎞

駅
名
(
仮
称
)
お
よ
び
施
股
等
=

▽

足
立
小
台
駅
(
小
台
一
丁
目
)
/
扇
大

橋
北
駅
/
高
野
駅
(
扇
二
丁
目
)
/
江

北
駅

江
北
四
丁
旦
/

上
沼
田
東
公

園
駅
江
北
六
丁
目
)
/
谷
在
家
駅
(
谷

在
家
三
丁
目
)
/
舎
人
公
園
駅

舌
千

谷
一
丁
自
)
/
舎
人
駅
(
舎
人
一
丁
目
)
/

見
沼
代
親
水
公
園
駅
(
舎
人
二
丁
目
)
/

車
両
某
瓱
(
舎
人
町
、
古
千
谷
二
丁

目
古
千
谷
本
町
一
丁
目
お
よ
び
四
伊
興

三
丁
目
)
マ
新
交
通
専
用
道
第
7
‘号
日

蟇
里
・
舎
人
線

▽
都
市
計
圃
道
路
放

射
H
号
線

尾
久
橋
通
り
)

こ
の
都
市
計
画
の
決
定
に
よ
り
、
今

年
麌
ば
都
・
建
設
局
に
お
い
て
S
重
・

設
計
等
の
作
業
が
進
め
5
れ
、
土
地
を

お
膈
ひ
い
た
だ
く
方
へ
の
用
地
測
壁
説

明
会
が
開
催
さ
れ
る
予
足
と
な
っ
て
い

穿
y
。

□
関
連
し
て
t
呆
し
た
も
の

▽
都
市
計
画
公
園
舎
人
公
園

▽
古
千

谷
西
公
園
ほ
か
I
公
園

▽
高
野
地
区

地
区
計
画-

い
ず
れ
も
卜

こ
れ
ら
の
t
杲
に
つ
い
て
の
都
市
計

画
の
図
書
を
縦
覧
し
て
い
ネ
"
。

縦

覧
場
所
・
問
先
=

都
市
計
画
係

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

終
了
地
区
の
お
知
ら
せ

区
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
震
火
災
時
の

安
全
な
「
避
難
芦
や
「
延
焼
遮
断
帯
」

を
整
爾
す
る
な
め
、
都
市
防
災
不
燃
化

促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ネ
f
'。
こ
の
事

業
は
、
不
燃
化
見
進
区
域
内
で
事
業
実

施
期
間
中
、
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
不

燃
建
築
物
奩
建
て
る
方
に
工
事
費
の
一

部
を
助
虞
し
、
建
物
の
不
燃
化
冴
促
進

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
区
域
内
で
建
物

査
建
て
ぷ
冫
と
お
考
凡
の
方
は
ぜ
ひ
、

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
建
築
工
事
簟
蛋
で
に
、
助
成
申
i

刄

ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
都
市
防
災
不
燃
化

促
進
亊
業
は
、
現
在
図
1
の
&
地
区
で

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
小
台
通
り
地

区
・
日
光
政
道
A
地
区
・
補
助
1
9
0号線

地
区
の
I
地
区
に
つ
い
て
は
1
年
1
月
3
1

日
で
事
業
終
了
と
な
2

ヂ
。
事
業

終
了
日
に
建
物
だ
九成
し
て
い
る
建
築

物
が
助
成
対
象
と
な
n
4
チ
の
で
、
ご

注
意
ぐ
だ
さ
い
。

※
不
撚
化
促
進
区

堺
と
は
、
指
定
路
線
の
遒
路
の
両
側
か

ら
お
お
む
ね
3
0
m以
内
の
区
域
、
お
よ

び
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域
で

す
。

問
先
=

防
災
婁
弓

く
ひ
課

図1　 不燃化促進区域図

建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
員
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

都
で
は
、
7
年
度
か
ら
『
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
』
奮
呑
汳
世
。
応
急

危
険
度
判
定
員
の
登
録
を
始
め
ま
し

た
。
一
般
の
建
築
士
の
方
々
か
ら
5
急

危
険
度
判
窰
員
の
登
録
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
奩
霍
U
乖
y
。
恵
京
都
在
住

ま
た
は
在
勤
の
建
築
士
の
方
を
対
象
に

1
0
月
2
3
日
、
u
月
2
1
日
、
誓
品
百
、

1
月
1
4
日
の
t
回
、
震
後
の
建
物
の
c

急
危
険
度
判
定
方
法
に
つ
い
て
講
習
会

を
開
催
」ま
す
。
講
習
後
は
『
防
災
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
登
録
す
>
O
J
A
J

に
な
口
汞
y
。
く
わ
し
く
は
、
区
9
屏

等
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内
を
ご
覧
ぐ

だ
さ
い
。

問
先
=

都
・
都
市
計
画

局
建
築
指
導
部
建
築
防
災
課

a
(
5
3
B
B
)
3
3
6
9

」

抛
東
京
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー

四
(
3
4
4
8
)
0
8
8
8

区
・
建
築
調
整
課
調
査
係

足
立
区
土
地
開
発
公
社
保
有
地
を

一
時
的
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す

足
立
区
土
地
開
発
公
社
が
保
有
す

忝
土
地
は
、次
の
ぶ
7
な
場
合
に
取

耨
目
的
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、一

時
的
に
使
用
で
孝
豕
す
。原
則
と
し

て
有
料
で
y
。た
だ
し
、直
接
に
営

利
奮

品
y

予
る

場
合
や
個
人
の
車

崖
等
に
使
型

麦

ご

と
は
で
き
ま
せ

ん

。
具
体
例
・・・
業
務
繁
忙
期
に
大
量

に
車
両
奎

裝
里
麦

蒔

や
葬
儀
等
の

臨
時
駐
車
場
と
し
て
利
用
/
バ
ザ

ー
・
運
動
会
会
場
と
し
て
利
用
/
近

隣
で
の
建
て
替
え
、
建
設
工
事
の
資

材
置
場
と
し
て
利
用
/
火
災
等
で
住

民
な
ど
が
消
憮
レ
た
場
合
の
仮
設
施

設
用
地

問
先
―
足
立
区
土
地
開

発
公
社
(
管
財
課
用
地
係
)

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹

ワ ースト1 か ら

脱却した

綾瀬川を
小学生が水質ウォッチング

7
月
2
6日
、
区
内
の
小
学
4
F
6

年
生
3
6人
が
綾
瀬
川
支
流
の
伝
右

川
・
伝
右
僑
、
毛
長
川
・
鷲
宮
構
、

綾
瀬
川
本
流
の
内
匠
橋
奮
見
学
し
な

が
ら
、
水
質
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
綾
瀬
川
の
浄
化
を
目
的
と

し
て
企
画
さ
れ
、
国
や
都
、
埼
玉
県

を
ほ
じ
め
、
足
立
区
な
ど
濔
流
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
2
1地
域
協
議
会
の
関
係
自

治
体
が
中
心
と
な
っ
て
、2
区
γ
市

が
同
時
に
開
催
。
参
加
者
ほ
、
自
分

た
ち
の
手
で
橋
9

ぷ

ら
採
水
し
、

に
お
い
や
渣
明
度
、
酸
素
の
有
無
な

ぐ
屬
楚
し
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

こ
£
萪
学
館
内
に
用
意
さ
れ
た
分

析
会
場
で
、
く
わ
し
く
水
質
を
調
べ

声
姙

。
み
ん
な
、
汚
れ
の
ひ
と
さ

に
ぴ
っ
く
り
。
ご
冫
レ
た
ら
川
を
き

れ
い
に
で
き
る
か
、
た
く
さ
ん
の
意

ほ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、建
護
省
直
砲
一
級
河

川
の
中
で
1
5
年
連
続
水
質
ワ
ー
ス
ト

L
を
続
け
て
い
た
綟
瀬
川
が
、7
位

冫
讓
位
が
下
が
っ
た
こ
と
が
発
表
さ

れ
た
記
廖
y
べ
齊
口
。し
か
し
、ま

だ
本
当
に
き
れ
い
に
な
っ
た
と
は
い

え
ず

、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ

か
叭
も
浄
化
に
努
力
し
て
い
か
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
y
に葢

埀
觝
し
た
よ

う
で
す
。

問
先
=

環
境
課
調
査

豊
(
3
8
8
0
)
5
3
7
1
n

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

短

期

講習

会
「

民
謡

民
舞

」

民
蓼
矗
一
つ
て
み
ま
廿
ん
か
'
・
車

い
す
の
方
も
、
杖
の
方
も
ゆ
っ
く
り
の

勣
き
の
中
で
楽
し
ぐ
踊
れ
李
y
。
日

時
=
下
表

対
象
=
区
内
在
住
の
障

害
者

申
込
=

電
話

期
限
=
9

月
1
3

日

※
移
動
困
難
な
万
は
、
拠
点
間

の
送
迎
バ
ス
が
利
用
で
耋
一子

申
・

問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

I
'

‘。。
{
y
B
5
3
}
0
6
3
2

● いずれも時間は午前　
9時30分～11時30分

第
5
回
都
市
型
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
都
市
型
工
業
大
賞
」募
集

足
立
・
板
橋
・
北
・
荒
川
の
t
区
が

共
同
開
催
し
て
い
る
「
都
市
型
工
業
フ

ォ
ー
ラ
ム
」に
お
い
て
「都
市
型
工
業

大
H
J
<
t
i
社
の
技
術

や
恥
蒿
を
内
外
に
広
く
P
R
す
る
絶
好

の
機
会
で
歹
。ふ
る
っ
ア
`
芯
募
く
だ

さ
い
。
対
象
=
足
立
・
板
橋
・
北
・

荒
川
の
4
区
内
に
事
業
所
(
本
社
・
工

場
等
)
を
有
す
る
企
業
・
団
体
・
個
人

(自
薦
・
他
罵
問
わ
ず
)

募
集
部
門
=

▽
優
秀
製
品
部
門
・・・独
自
の
ア
イ

デ
ア
や
ノ
ウ
(
ウ
に
よ
っ
て
。
優
れ
た

暫
弓
く
ひ
等
を
行
っ
て
い
る
エ
場

▽
技
術
創
造
部
門
…
独
自
の
生
産
・
加

工
技
術
を
鴟
発
・
保
有
し
て
い
る
工
場

▽
社
会
貢
献
部
門
"・地
域
籵
簽
と
の
調

和
や
地
域
環
境
へ
の
配
庫
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
工
場

マ
先
進
経
営
部
門

…
効
率
的
な
組
織
体
制
の
再
編
や
国
際

展
開
な
ど
、
経
済
襲
黶
境
変
化
へ
の

独
自
な
対
応
を
し
て
い
る
工
場

表
彰
=

大
賞
L
R

。
各
部
門
か
ら
優
秀
貫

を
選
定
し
、9
年
1
月
6
日
(
会
場
:

板
橋
区
)
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
冒
頭
に

各
区
の
区
長
か
ら
賣
彰
し
ホ
歹

応
募

方
法
h
所
定
の
C
募
用
紙
に
関
係
一

魎
忝
添
付
し
て
郵
送
袤
た
は
持
参
(
応

募
用
紙
は
各
区
担
当
に
請
求
)

※
5

募
一
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
期
限
=
1
0

月
1
8
E必
着

審
査
=
書
類
選

考
・
実
地
調
査
a

一て
、
有
識
者
に
よ

る
総
合
菷
査
奮
灯
い
大
賞
を
決
定
し
ま

す

申
・
問
先
=

産
業
振
興
課
工
業

振
興

四
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

四
(
5
2
4
4
)
7
3
1
Q
U

掲
示
板

□
東
京
都
中
小
企
業
施
設
改
善
資
金
の

ご
案
内

工
場
'・
機
械
類
等
の
配
置
、
店
舗
等

の
商
業
旒
辰
改
善
に
必
鄂
な
資
金
の
融

資
夲
長
期
・
低
利
で
金
融
機
関
に
あ
つ

旋
し
、
利
子
i

用
保
証
料
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

融
資
利
率
=

年
5
0
%

、
利
子
補
給
3
0
%、
実
質
利
率
2
0
%

信
用
保
証
料
補
助
=
l

ガ
の
L
豕
た

は
1
分
の
I

受
付
期
間
=
9

年
1

月
3
1日
ま
で

申
・
問
先
=

都
・
労

働
経
済
局
商
工
振
興
部
設
備
融
資
課

四
(
5
3
2
0
)
4
7
9
4

□
は
り
・
き
ゅ
う
無
料
奉
仕
施
療

日
時
=
9
月
1
5
日
(
祝
)
、
午
前
9
時
～

午
後
3
時

対
象
=
区
内
在
住
6
0

歳
以
上
の
方

定
a
=
1
0
0人
(
先

俯
順
)

場
・
問
先
=

老
人
会
館

四
(
3
8
5
9
)
9
7
3
p

」

□ 障害者就職相談会日時=9月18日( 水) 、午後1時30分～4時場所=綾瀬プルミエ問先=ハローワーク足立1*3870―8609
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平
成
9
年
夏
オ
ー
プ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
愛
称
募
集
中
!

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
中
央
本
町

2
丁
目
9
番
に
来
年
夏
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
(
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
等
の
展
示
、情

報
コ
ー
ナ
ー
、
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
な

ど
)
。区
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用

で
き
、リ
サ
イ
ク
ル
意
掀
の
I
層
り
同

上
奎
図
れ
亟
S
設
に
し
た
い
と
思
つ
て

い
李
y
。刄
」で
、愛
称
を
鳶
集
し
ま

す

。

対
象
日
区
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

応
募
方
法
H

官
製
(
ガ
キ
に

住
所

、
氏
名
、年
齢
、職
業
(
学
校
名
)
、

電
話
番
号
、
愛
称
名
1
つ
と
簡
単
な
阮

明
豐
明
記

期
限
卜
1
0月
1
5日
消
印
有

効

賞
品
H
最
優
秀
賞
…
L
人
T

万

円
相
当
の
品
物
)
、
鰹
万
賞
…
1
0人
(
2

千
円
相
当
の
品
物
)

※
同
一
愛
称
名

が
複
数
の
場
合
は
仙
一

申
・
問
先
日

リ
サ
イ
ク
ル
推
壥
課

〒
圀
中
央
本
町
1
1
7
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

お
月
見
の
つ
ど
い

日
時
=
9
月
1
4
日
(
土
)
、午
前
1
0
時
3
0

分
～
正
午
定
S
卜
1
0
0
人
内
容
日
み

ん
な
で
お
月
見
の
だ
ん
ご
を
た
べ
た

り
、ゲ
ー
ム
や
お
は
な
し
を
し
季
y

場
・
申
・
問
先
H
西
部
児
童
館

`
‘
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

情 報コー ナー
区民の声

皆さんの声を区政へ生かす広聴ハガキをご利用くださ い
広罵ハガキは、区役所の受付、区民事務所などの区施股の
窓口にあります。 問先=広聴相破係f 13880- 5111 ㈹

カッパのバッジ 発売中!

価i挑= 単&200F 弓、5 皀3セット800
円 場所= 区政情報室 釐皿10
月11日まで 周先= 広報課
酋3880- 5111 ㈹

秋の施設見学会(団体)

コスモスと歴史探訪
日程等=下表対象=20～30人の

団体 申込= 往復ハガキに代表者
の住所、氏名、年齢、電話番号、
団体名、希望コ ース・月日を明 記
期限=9 月20日必着 費用= 無料
(昼 食の準備をお 願いし ます)
申・問先= 広 報課 〒120 中央本
町1- 17- 103880- 5111 ㈹
施設見学会日程

● 集合出発はいずれも区役所に午前9 時30ダ

女性のためのディベート( 初級) 講座
相手を言い負かすことが目的で

はなく、慟 報収集力、リサーチカ、

論理的思考力、説得力などのアッ
プをめさす 「ディペート亅 をわか
りやすく紹介し、剣 踟こ体験して

学びます。 日程等= 下表 対象=
区内在住・在勤 ・在学の女性で

令{司出席できる方 定● 30 人
費用= 無料 申込= 往復ハガキに
住所、氏 名( フリガ ナ)、年齢、

電話番 号、希望理由、「ディベ ー
ト」と明記 ※ 2 歳から学齢前ま
でのお子さんの保育を行います。

希望する方は、お子さんの名前、
生年月日も書いてください。9 月20
日に保育オリエンテーションを

行います 期限=9 月12日必●
場・申・問先= 女性総合センタ ー
〒123W97- 33- 1
B3880- 5222

ディベート 講座日程表 峯毎週金曜日、午後6時45分～日時45分

暮らしっくスクール公開護座

新食糧法と日本の農業のゆくえ
釿食糧法が施行されて約1 年が
過ぎ、お米は、どこでも賈えるよ
うになりました。そし てあたり前
の よう に、暮らし の中にあ るお

米。それ力?本当にわたし違にとっ
て良いことなのでしょうか? そ
の影に隠ね洸ゴ猖題をわかり易くお

話します。対象=区内在住・在
動の方日時=10月8日( 火) 、午
後6時30分～8BS3G分場所=工
ル・ソフィア 講師=大崎正治氏
(蹲孛貎大学教授) 定異=30人
費用= 無料 申・問先= 消費者セ
ンターB3880- 5385

A- Fest a' 96 通信
記念Tシャツ好評販売中
規格=S 、M、L 、2L の4 種類

価格= いずれも1, 2001円 申・問
先= 区民まつり委員会事務笳
03880- 5111㈹

花いっぱいコンクール
9 年 度参 加 団 体 募

集
rあ し た のl i !立を つ くる 又 凰協 議

会 』で は、 花 い つl 濆 丶運 勦 の 一一一環
とし て 、花 い つI S 丶コン ク ー ルの9

年 度 参力啗 牀 を 募 集し ま す。
対象 一区内 の町 会 ・自泌4 、学 校

など の団 体 費 用= 無料 申 込=

電話 期限=9 月20 日 申 ・問 先=

尨 咳振 興課 育成孫

03880- 5111 ㈹

老人会館の教室
□ 書道教官
日時=毎月第2・4火曜日、午後
1時～2時30分( 全12回) 内容=
書道を基礎から学びます 定員30
人( 抽選) 費用= 無料

□ いけ花教室
日時=毎月第2・4水躍日、午前
1( l 緲～正午<<£12回) 内容=いけ
花( 模r古流) を基本から学びます
定員=30 人( 柚i巽) 費用6 千円(
材料費、花代- 一部負担分)

- いずれもー
対象=6( 廸訖以上の区内在住の方
申込= 往復ハガキに、住所、氏 名、
年齢、電2舌番号、希望する教室を
明記し甎i芙 期限9 月12日必着(
現在受 講中の教室の継続 申込や2
科目の申 込はで きませ ん)

申・問 先= 老人会館 〒121西保
フRKI 4- 9- 1 酋3859- 9732

足立区文化祭合同セレモニー
新庁舎アトリウム、ホールでの展示・舞台

9 月25 日 から 始 まる 第46 回F ウ

区:文化 祭 の鬯昌a鮮に先 立ち、 文 化団

体 連 合会 加盟 の 団 体に よる イ ベン

ト を 行な い ます 。こ の 機会 に ぜひ

ご 鑑賞 く ださt ,丶。 日 時=9 月22

日( 日) 、午後1時～5時場所=
庁舎ホール、アト リウ ム(入場無
料) 内容= 舞台… 脈曲、三曲ほ
か/ 展示…写真、陶芸ほか 問先=
文化振興係 魯3880- 5111 ㈹

あなたの声をお聞 かせください

『男と女の役割分担を考える』
エクスプレス11月号～読者のページ
あだち広報エクスプレスの投稿

コーナー「読者のページ」、n月
号のテーマはr男と女の役售丿分担
を考える』。家庭で、社会で、従
采からの男女観は変わりつつあり
ます。皆さんの考えをお闃カ咆` く
ださい。選考の上、掲載します。
掲載さねた 方には粗品を差し 上げ
ます。 申込= 住所、氏名、年齢、
職業、電話番号を記入し、400字程
度にまとめて齟決またはファクス
で 期限=9 月12日 申・問先=

広報課 〒120 中央本s丁1- 17- 1
酋3880- 5111 ㈹
FAX3880- 5610

足立区歌人クラブ
四 十 周年 記 念
高 校生 短歌 募集

対 象 区内 在 俘 存 学 の 高 校 生( 題

材 は 自 由 で 、 発 表 ・ 未 発 表 を 問 い

ま せ ん) 申 込= 官 製 ハ ガ キ 表 面

に 住 所 、 氏 名 、 電 苫舌番 号 、 裏 面 に

作迴 、。 学 校 名 、 学 年 、 氏 名 を 記 載

し 、甎i 芙( は が き1 枚 に3 首 ま で 。

何 枚 で も 可) 期 限=10 月20 日 消

印 有 効 ※ 優 秀 作哂酎 ま、 教 育 委 員

会 賞 ほ か 二 貫 の 授 与 。11 月3 日 の

文 孑匕祭 で 蔘西表 し 、 年1 亅歌丿創 こ事黽載

し ま す 。J 心 夥 作哂浸まお 返 し し ま せ

ん の で ご 了 承 く だ さ い 申 ・ 問 先

一 文 化 栽i 興 係 〒120 中 央 本 町1- 17- 103880- 5111

㈹

◎『あだち広報』は再生紙を使用しています S. K. F240, 000


